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ポイント

子育て女性の就業に対する「コロナ禍効果」を推定
「コロナ禍効果」＝コロナ禍を原因とする就業の変化

有配偶者の就業率を2020年4月に3ポイントほど引き下げた
まま、同年9月においても「コロナ禍効果」が残る。

–就業率の低下の多くは、非労働力化がすすんだため。
–末子が小学生である母親に特に大きな影響。

シングルマザーの失業率がコロナ禍により大幅増
2020年9月でおよそ＋3ポイントで増加傾向
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労働力調査の長所・短所

長所
–調査対象者数が多い（4万世帯、10万人）
–標本に代表性があり、日本全体の姿を知ることができる
–長期に継続されており、過去との比較が可能

短所
–速報性に欠ける
–必ずしも「コロナ禍」という問題意識に合致しない
（例：テレワーク情報の欠如）
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「コロナ禍効果」の推定方法
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1. 2013-18年のデータを
元に平時の予測モデル
を作成。

2. 2019年に対する予測が
大きく外れてないこと
を確認。

3. 2020年の実測値と予測
値の乖離を「コロナ禍
効果」とみなす。
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末子が小学生の母親に比較的大きな悪影響
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「休校効果」の推定

子育て女性の就業率低下の原因
1. コロナ禍不況による労働需要の減少
2. 休校を原因とした労働供給の減少
3. その他コロナ禍を原因とした労働供給の減少（不安など）

子供がいない有配偶女性については、上の１，３は当て
はまるが、２が当てはまらないとみなす。
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両者の差を「休校効果」
とみなす
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末子が小学生である有配偶女性（25－54歳）の就業率に対する「休校効果」
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末子が小学生である有配偶女性（25－54歳）の休業率に対する「休校効果」
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末子が小学生である有配偶女性（25－54歳）の失業率に対する「休校効果」
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末子が小学生である有配偶女性（25－54歳）の非労働力率に対する「休校効果」



シングルマザーの失業が大幅増
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まとめ

 有配偶子育て女性の就業率は、コロナ禍の影響で低下し、
20年9月時点では回復していない。

 全国一斉休校があった小学生を持つ母親の就業に特に
大きな悪影響があった。

 シングルマザーの失業率が、コロナ禍の影響で大幅上昇。
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政策提言

 休校や保育所の閉鎖はできるだけ避ける。子どものみな
らず、母親への就業にも悪影響の可能性。

 ひとり親世帯に対する支援の拡充を。
–ひとり親世帯に注目した調査・分析も実施すべき
–既存統計でのオーバーサンプリングも有効
（現在、母子世帯は毎月約500世帯）
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付録：無配偶女性への影響
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